
TOMEOKA Kosuke and  the Home School
愛
こ
そ
が
最
も
堅
固
な
障
壁
で
あ
る
│
│
と「
不
良
少
年
」を
収
容
・
監
禁
す
る
の
で
は
な
く
、

教
育
の
必
要
な
存
在
と
し
て
家
庭
的
な
寮
舎
に
迎
え
、
塀
や
格
子
を
排
し
た
感
化
院
＝
家
庭
学
校（
一
八
九
九
年
設
立
）。

創
立
者
・
留
岡
幸
助（
一
八
六
四
〜
一
九
三
四
）は
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
も
見
据
え
た
壮
大
な
教
育
実
践
の
場
と
し
て

北
海
道
に
分
校
と
農
場
を
設
立
し
、
幼
少
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
茅
ヶ
崎
分
校
も
開
設
し
、
事
業
を
展
開
し
た
。

し
か
し
貧
困
と
虐
待
の
果
て
に
送
ら
れ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
暴
力
と
逃
亡
と
い
う
現
実
に
苦
し
み
、

少
年
の「
島
行
」す
な
わ
ち
小
笠
原
諸
島
の
農
家
へ
の「
委
託
」と
い
う
選
択
も
し
た
。

そ
の
感
化
教
育
思
想
を
二
度
の
海
外
視
察
の
跡
を
丁
寧
に
た
ど
り
、
家
庭
学
校
で
の
教
職
員
の
記
録
を
詳
細
に
検
討
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

家
庭
学
校
と
留
岡
幸
助
の
実
像
に
迫
り
、
近
代
日
本
の
感
化
教
育
の
問
題
を
照
ら
す
好
著
！
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本
書
は
、
留
岡
幸
助
の
、「
不
良
」
少
年
も
家
庭
と
学
校
で
養
育
す

べ
き
と
の
キ
リ
ス
ト
教
的
信
念
に
し
た
が
い
、
塀
・
格
子
・
施
錠
を
排

し
た「
開
放
処
遇
」
の
私
立
感
化
院
・
家
庭
学
校
か
ら
、
自
律
し
て
い

く
少
年
の
諸
相
を
鮮
明
に
し
た
。
留
岡
の
職
員
養
成
論
・
慈
善
事
業

師
範
学
校
設
置
が
、
感
化
法
制
の
空
隙
を
衝
い
た
こ
と
も
知
ら
さ
れ

る
。
北
海
道
分
校
設
置
は
、
感
化
院
の
自
立
的
運
営
を
果
た
し
、
監

獄
的
イ
メ
ー
ジ
の
一
掃
を
目
指
し
た
留
岡
の
理
想
主
義
の
発
露
で
あ

り
、
欧
米
社
会
事
業
施
設
視
察
は
、
彼
の
信
念
に
確
信
を
与
え
た
こ

と
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

本
書
は
、
日
誌
、
留
岡
の
手
帳
・
書
簡
・
留
岡
旧
蔵
図
書
の
書
き
込

み
な
ど
、
家
庭
学
校
所
蔵
史
料
に
拠
っ
て
、
家
庭
学
校
生
徒
の
処
遇

状
況
、
入
校
相
談
、
海
外
視
察
先
に
お
け
る
留
岡
の
思
索
な
ど
を
緻

密
に
実
証
し
た
。
そ
れ
は
、
著
者
が
東
京
・
北
悔
道
家
庭
学
校
所
蔵

史
料
の
整
理
・
目
録
刊
行
に
多
大
な
時
間
を
割
き
、
留
岡
が
訪
ね
た

欧
米
の
施
設
を
た
ど
る
こ
と
で
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
家
庭
学
校

が
東
京
府
代
用
感
化
院
の
任
を
負
っ
た
結
果
、
受
け
入
れ
た
「
厳
悪
」

少
年
の
逃
亡
予
防
策
と
小
笠
原
諸
島
へ
の
送
致
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
、
寄
付
金
を
募
る
に
は
留
岡
の
在
京
は
不
可
欠
で
あ
り
、
彼
の

家
庭
学
校
北
海
道
分
校
滞
在
は
ご
く
限
定
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
も
、
説
き
お
こ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
感
化
教
育
の
理
論
家
・
実
践
家
と
し
て
、
社
会
事
業
史

に
屹
立
し
続
け
て
い
る
留
岡
幸
助
を
、
感
化
法
制
、
司
法
・
内
務
行

政
と
施
設
経
営
の
間
で
苦
悩
す
る
│
│
そ
の
根
幹
は
「
不
良
」
少
年

の
処
遇
と
未
来
に
あ
っ
た
│
│
ま
ま
に
抉
り
だ
し
た
。

（
へ
ん
み
ま
さ
あ
き　

北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

留岡幸助の苦悩とともに
逸見勝亮

推薦します

家庭学校の教職員と支援者
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示
価
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拙
著
『
留
岡
幸
助
と
家
庭
学
校
　
近
代
日
本
感

化
教
育
史
序
説
』
初
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
、
十
年

が
経
過
し
た
。

　
こ
の
か
ん
、
社
会
事
業
史
学
会
か
ら
本
書
に
対

し
て
、
第
二
九
回
社
会
事
業
史
文
献
賞
を
賜
っ
た
。

「
今
後
の
社
会
事
業
史
研
究
に
と
っ
て
も
貴
重
な

共
有
財
産
と
な
る
研
究
書
」
と
身
に
余
る
ご
推
薦

を
い
た
だ
き
、
感
化
教
育
史
や
社
会
事
業
史
研
究

に
「
新
た
な
地
平
を
切
拓
」
い
た
と
評
し
て
い
た

だ
い
た
（『
社
会
事
業
史
研
究
』
四
〇
号
）。
光
栄

の
至
り
で
あ
る
。
筆
者
の
喜
び
は
、
何
よ
り
も
本

書
が
「
家
庭
学
校
所
蔵
史
資
料
の
整
理
・
目
録
化

と
い
う
地
道
な
基
礎
研
究
を
ベ
ー
ス
」
と
し
て
い

る
こ
と
を
評
価
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
東
京
家
庭
学

校
お
よ
び
北
海
道
家
庭
学
校
の
ご
協
力
な
し
に
は

実
現
し
な
い
研
究
で
あ
り
、
両
校
へ
の
感
謝
は
尽

き
な
い
。〔
中
略
〕

　
さ
ら
に
、
直
接
に
も
多
く
の
感
想
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
。
ご
教
示
や
ご
指
摘
、
賜
っ
た
課
題
は
、

筆
者
に
と
っ
て
研
究
の
励
み
と
な
っ
て
い
る
。
と

り
わ
け
、
椎
名
篤
子
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
、「
家

庭
学
校
」
は
「
子
ど
も
の
た
め
に
ど
う
存
在
し
て

い
た
の
か
？
」
と
い
う
問
い
は
、
筆
者
に
と
っ
て

も
重
要
な
視
点
で
あ
り
、
今
日
も
意
識
し
問
い
続

け
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

 

二
〇
二
〇
年
三
月
　
著
者
・
二
井
仁
美

改訂普及版に寄せて（本文より抜粋）

◎
協
力
＝
社
会
福
祉
法
人 

愛
児
の
家

◎
編
集
・
解
説
＝
浅
井
春
夫
・
艮
香
織
・
酒
本
知
美

◎
推
薦
＝
大
友
昌
子
・
本
庄
豊

◎
Ｂ
５
判
・
上
製
・
布
ク
ロ
ス
装
・
総
約
２
、０
０
０
頁

◎
全
２
回
配
本　
本
体
揃
価
格
１
０
５
、０
０
０
円
＋
税

★
２
０
２
０
年
11
月
第
１
回
配
本
（
第
１
～
３
巻
）
予
定
！

終
戦
直
後
、
組
織
や
団
体
の
後
ろ
盾
も
な
い
な
か
、「
戦
争
孤
児
」
の

救
済
を
独
力
で
は
じ
め
た
石
綿
貞
代
の
愛
児
の
家（
東
京
）―
―
。

そ
の
愛
児
の
家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
、
子
ど
も
た
ち
の
指
導

記
録
、
児
童
票
、
育
成
記
録
は
じ
め
、
寄
付
状
況
、
施
設
運
営
資
料
、

行
政
資
料
、
そ
し
て
児
童
や
そ
の
家
族
と
取
り
交
わ
し
た
書
簡
類
な

ど
を
、
愛
児
の
家
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
つ
い
に
復
刻
！

永
い
あ
い
だ
未
解
明
で
あ
っ
た「
戦
争
孤
児
」の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

戦
後
史
の
空
白
を
埋
め
る
空
前
の
史
料
群
を
順
次
刊
行
予
定
！

□
主
な
収
録
史
料
＝
「
退
所
児
童
措
置
指
導
記
録
簿
」「
児
童
名
簿
」

「
育
成
記
録
」「
里
子
関
係
書
綴
／
中
児
関
係
書
綴
」「
役
員
職
員

名
簿
」「
卒
業
者
感
想
文
綴
」
等

◎
Ａ
５
判
・
上
製
・
函
入
・
５
５
２
頁

◎
本
体
価
格
９
、５
０
０
円
＋
税

近
代
日
本
に
お
け
る
代
表
的
な
社
会
事
業
家
・
留
岡
幸
助
の
前
半
生

―
岡
山
高
梁
で
の
少
年
時
代
か
ら
、
牧
師
・
北
海
道
バ
ン
ド
・
米
国

留
学
・
教
誨
師
を
経
て
家
庭
学
校
の
創
設
、『
人
道
』
の
発
行
ま
で
―

を
あ
と
づ
け
た
力
作
。

近
刊
戦
争
孤
児
関
係
資
料
集
成　

第
Ⅰ
期

愛
児
の
家
史
料　
全
５
巻

既
刊
室
田
保
夫　

著

留
岡
幸
助
の
研
究


